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特　集　組合実態調査から見る留意点とそのポイント

暑中見舞広告

中央会の動き

　● 商工中金協力会講演会 ～金融の円滑化と中小企業支援策について～

　● 第 26 回中央会青年部会ボウリング大会

業界情報

　平成 25 年 5 月　情報連絡員報告

倒産概況

　平成 25 年 6 月　鹿児島県内企業倒産概況

中央会関連主要行事予定
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組合実態調査から見る留意点とそのポイント

　中央会では、円滑な組合支援を推進するため、決算関係書類等の届出及び巡回等により組合台帳
を整備していますが、今回、組合の概要、税務・会計、登記及び共同事業の状況について、563組
合を対象に実態調査を実施しました。
　本特集では、調査の中から組合管理及び共同事業に関する項目を取り上げ、その結果から見える
実態を報告し、併せて留意点とそのポイントについて解説します。

Ⅰ. 調査の概要
調査対象：563組合（回答率75％）
調査時点：平成25年２月１日

Ⅱ. 調査の内容
１．税務・会計の状況

　事務所について「組合所有」が 128 組合（35.3％）、「組合所有ではない」が 235 組合（64.7％）、倉
庫について「組合所有」が 73 組合（21.3％）、「組合所有ではない」が 269 組合（78.7％）であった。
　組合所有のうち、「非課税である」と回答した組合は、事務所で 77 組合（60.2％）、倉庫で 47 組合

（64.4％）となっており、それぞれ４割近くの組合が固定資産税の非課税措置を活用していない実態
が見える。

組合実態調査から見る
留意点とそのポイント
組合実態調査から見る
留意点とそのポイント
組合実態調査から見る
留意点とそのポイント

問１�　組合所有の事務所・倉庫（敷地を除く）を、共同事業等に使用する場合には、固定資産は
非課税（企業組合、信用協同組合・同連合会を除く）となっていますが、貴組合の事務所・
倉庫における課税状況をお答えください。

① 事務所 (　非課税である ・ 課税されている ・ 組合所有ではない　)
② 倉　庫 (　非課税である ・ 課税されている ・ 組合所有ではない　)

（注）地方税法第348条第４項の規定により、協同組合等の事務所及び倉庫は非課税となっています。
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（非課税が適用される組合）
　事業協同組合、事業協同組合連合会、出資商工組合、出資商工組合連合会、商店街振興組合、商
店街振興組合連合会（商工組合の場合中小企業団体の組織に関する法律第17条第１項第４号及び第
５号に規定する事業に使用する部分を除き、商工組合連合会の場合同法第31条第５号及び第６号に
規定する事業に使用する部分を除く）が所有し、かつ、使用する事務所及び倉庫は非課税となって
いる。（地方税法第348条第４項）

（事務所の範囲）
　当該組合又は連合会の行う事業に関連して庶務、会計等いわゆる現業に属さない総合的な事務を
行う建物をいい、通常これに付属する物置、炊事場、小使室、会議室、金庫室等は事務所に含めて
取扱うべきものである。
　ただし、物品の加工、販売等を行う場所の一部において、現業に直結して現金の出納、事務所と
の連絡、従業者の出欠等の事務を行うため、単に１、２の机を配した程度の場所は事務所とはみな
されない。

（倉庫の範囲）
　当該組合又は連合会の行う業務に関連して特に設けられた物品の恒久的な貯蔵庫をいい、臨時的
に倉庫として使用する建物及び単なる物置程度のものは含まれない。

（一個の建物の一部が事務所又は倉庫として使用されている場合）
　原則として当該建物の価格を事務所又は倉庫として使用されている部分の床面積とその他の用に
供されている部分の床面積に按分し、課税される部分の課税標準を決定するのが適当である。ただ
し、事務所の一部に販売品を陳列している程度のものは店舗として取扱わないものとすることが適
当である。

（所有者と使用者が異なる場合）
　非課税とされる事務所及び倉庫は、組合が所有し、かつ、使用するものに限られるので、所有者
と使用者が異なる場合は非課税とならないが、所有者と使用者が共に地方税法第348条第４項に規
定する法人であるときは非課税として取り扱われる。

【留意点とそのポイント】
　事業協同組合等が所有する事務所及び倉庫は、条件を満たせば固定資産税が非課税となります。条
件を満たした事務所及び倉庫を所有する組合が固定資産税を納付している場合は、市・町の税務所管
課に確認することが必要です。
　事務所及び倉庫の非課税に関する事項を次にまとめました。不明な点があれば、中央会までご相談
ください。

《参考》
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（※全ての項目において複数回答有）　　　

（その他）ミロク法人スタンダード、財務応援、ＫＣＰ、ＩＣＳ、ＯＢＣ売上じまん・経理じまん、記帳くん、自社開発

　大半の組合が、伝票、元帳、試算表、総会提出議案を組合で作成しているが、決算書の作成につい
ては、約半数の組合が会計事務所に委託している。
　また、使用している会計ソフトは EXCEL、弥生会計、PCA 会計、勘定奉行の順に多い。

【留意点とそのポイント】
　組合運営における適切な意思決定にはタイムリーな会計情報が不可欠です。会計ソフト等を効果的
に活用することで、組合事務処理の省力化・効率化を図ることは、今後ますます重要になります。そ
のためには会計ソフト等の機能を十分理解し、円滑に運用することが求められます。
　中央会では、組合の実状に応じた IT 導入の支援を行っていますので、運用に関するご質問や、こ
れから導入を検討している組合はご相談ください。

問２　貴組合では、会計に関する業務等はどのようにしていますか。
組合で作成 会計事務所に委託 使用するソフト名に○

伝票起票 ①弥生会計　②PCA会計
③大蔵大臣　④EXCEL
⑤その他（　　　　　　　）

元帳作成・試算表作成
決算書作成
総会提出議案作成
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２．登記の状況

　①名称、③事業、④地区、⑥公告の方法、⑦参事の選任については、大半の組合が適正に登記して
いるが、②代表理事、⑤払込済出資総額については、最新の変更登記が行われていない組合が散見さ
れた。

　「組合で作成」が 46.4％、「中央会等に相談」が 33.4％と全体の約 80％を占めており、「司法書士に依頼」
と回答した組合は 19.1％であった。多くの組合が専門家に頼ることなく、自ら登記申請している実態
が見える。

【留意点とそのポイント】
　加入・脱退に伴う出資金の増減や理事長が交代した場合等には変更登記が必要になります。また、
理事長が再任された場合にも重任登記をする必要があります。
　登記申請手続きは、組合（代表理事本人又は委任を受けた組合関係者）自身で行うか、司法書士に
依頼して行いますが、定められた期間内に履行しなければ過料が課されるので注意する必要があります。
　登記の手続き等については、本会作成の活性化情報別冊版（組合の実務Ⅱ 組合の登記 改訂版４）
をご参照ください。

問３　下記の登記事項で最後に登記をした日をご記入ください。
登記事項 最終登記日

①　名称 S ・ H　　　.　　.　
②　代表理事 （氏名：　　　　　　　　　　　　　　　） S ・ H　　　.　　.　
③　事業 S ・ H　　　.　　.　
④　地区 S ・ H　　　.　　.　
⑤　払込済出資総額 （　　　　　　　　　　　　　　　　　円） S ・ H　　　.　　.　
⑥　公告の方法 S ・ H　　　.　　.　
⑦　参事の選任 S ・ H　　　.　　.　

問４　申請手続き書類は、どのように作成しているのかお答えください。
①　組合で作成している　　　　　　　　②　司法書士に依頼している
③　中央会、法務局に相談している　　　④　その他（　　　　　　　　　）
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３．共同事業の状況

※実施している共同事業の課題と今後の方針の主な回答は次のとおりです。
事　業　名 課　　　題 今後の方針

共 同 購 買 事 業

利用組合員の減少
売掛金の未収増
資材価格の高騰
組合員の受注量の減少
協定価格の形骸化
利用組合員の固定化
収益率の低さ

利用組合員の拡大、増強
購買品目の充実
未収金の回収
より安価な仕入の検討
価格面のメリットで利用促進を図る
価格の安定化に向けた交渉
利益幅のある商品の取扱い

共 同 販 売 事 業

競争激化による売上の減少
利用組合員の減少

販路拡大
販売量を増やす
営業力の強化
ネット等の活用
製品の安定供給
地産地消商品の開発

共 同 受 注 事 業

公共工事の減少
適正な工事費の算出
組合員が有する資格等の違い

地場産業としての強み・優位性をＰＲ
地元企業の優先発注を陳情
営業の推進強化
取引の円滑化
受注価格の見直し

共 同 加 工 事 業
資材価格の高騰
加工賃の低価格化

業務の効率化
事業内容の見直し

共 同 処 理 事 業
処理量の減少
処理コストの高騰

処理量の拡大
処理施設の効果的活用

共 同 検 査 事 業
製品の多様化
検査対象の減少

よりよいサービスに努める
安全管理、施行管理の充実・徹底

共 同 宣 伝 事 業
予算が少ないための宣伝不足
役員の労力負担が大きい
利用者の減

県、町、商工会等のイベント事業を活用

金 融 事 業
利用組合員の減少
貸付金の減少
借入金利の高止まり

事業の利用促進
金利引き下げ交渉
国の融資制度等の活用

共 済 事 業
加入組合員の減少
保険の自由化による競争激化

組合共済のメリット周知
組合員の加入促進

教育情報提供事業
組合員の減少
組合員の参加率の低下

資格取得の推進や講習会の開催
後継者育成セミナー等の充実

福 利 厚 生 事 業
組合員の減少で盛り上がりに欠ける
組合員の高齢化による参加率の低下

組合員の利用促進
若い組合員の加入推進や会議所青年部等との
タイアップ

職 業 紹 介 事 業 不況により新規受け入れの要望が少ない 無料職業紹介から有料職業紹介に変更

問５�　貴組合が主に実施している共同事業と、その実施事業の課題・方針についてお聞かせくだ
さい。
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　組合が実施している共同事業は、「共同購買」「共同販売」「共同受注」「金融」「教育情報提供」など、
多岐にわたっている。
　事業実施上の課題としては、共同経済事業では「組合員の受注量の減少」、「競争激化による利益率
の低下」、「資材価格の高騰」、「公共工事の減少」等が見られ、長引く景気低迷や経済環境の変化等が
背景にあるものと思われる。
　また、教育情報提供事業や福利厚生事業においては、組合員の減少や高齢化が事業を実施するうえ
での隘路の一つとなっている。
　一方、これらの課題を克服するために、「組合員の事業利用の促進」、「現在実施中の事業の拡充強化」、

「新規組合員の加入促進」、「後継者の育成」等、今後の方針において前向きな姿勢がうかがえる。

【留意点とそのポイント】
　組合では、共同事業の課題と今後の方針を再確認し、中・長期計画の策定、組合員ニーズの定期的
な把握、共同事業の見直し等を行い、必要に応じて新規事業を検討することも重要です。
　また、これらの取組みが共同事業の利用促進や新規組合員の加入にも繋がることになります。
　中央会では、組合の課題解決に向けた取組みを支援するための補助事業や巡回指導等を実施してい
ますので、お気軽にご相談ください。
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ＵＲＬ http://www.orocity.or.jp/
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代表理事
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一般社団法人

南九州産業団地協同組合  
代表理事 下 園 廣 一 
組 合 員 一 同 

〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目 2 番地 8 

TEL 099-261-0733 

FAX 099-261-0739 
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協同組合鹿児島ウッディホームビルダー協会
理事長　下　津　春　美

組 合 員 一 同

〒891-0115　鹿児島市東開町13番地30
TE L　099-269-7113
FAX　099-268-0385

鹿児島県農業機械商業協同組合
理事長　田　中　俊　實

組合員一同

〒899-6405　霧島市溝辺町崎森973-1

ＴＥＬ　0995-58-4713

ＦＡＸ　0995-40-2142

組 合 員 一 同 

鹿児島県遊技業協同組合
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協業
組合 薩南浄水管理センター

名瀬港港湾運送事業協同組合
理事長　里　見　弘　壽

組合員一同

〒894-0035　鹿児島県奄美市名瀬塩浜町17番５号

電話・ＦＡＸ：0997-52-0088

理事長 永 徳 悦 子・組合員一同
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東日本地区本部
西日本地区本部

〒150-0021

〒890-0052

東京都渋谷区恵比寿西2-1-7-1001号

鹿児島市上之園町24番2号第12川北ビル

TEL 03-3462-2060　FAX 03-3462-2061

TEL 099-285-1400　FAX 099-285-1402

URL http://www. ksb-kumiai. com/　E-mail　info@ksb-kumiai. com

代表理事 山　根　英　司
専務理事 久木留　　　寛

組合員一同

国産材原木丸太・製材製品
なんでも揃う木材市場
鹿児島県木材銘木市場協同組合

理事長　　柴  立  鉄  彦

〒891-0115 鹿児島県鹿児島市東開町 3 番地 35 号
T E L ： 0 9 9 - 2 6 8 - 5 1 3 1

F A X ： 0 9 9 - 2 6 8 - 5 2 1 0
Ｅメール ： meiboku@po5.synapse.ne.jp
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理　事　長　木　元　　　繁
副理事長　有　村　眞　人
副理事長　山　崎　昇　平
専務理事　井　上　正　信

組合員一同

理　事　長　丸　元　正　樹

副理事長　丸　山　　　聡

副理事長　山　下　健　次

理事長 池　田　耕　一
理事長　小　野　隆　三

組 合 員 一 同

大島電気工事業協同組合
理事長 高 田 幸 三

組 合 員 一 同

〒894-0036 奄美市名瀬長浜町29番29号
TE L 　0997-52-7101
FAX　0997-52-5233
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理事長 後 藤 孝 行 
役職員一同 

〒892-8586 鹿児島市名山町 1 番 23 号 

T E L -223-0141 

FAX 099-222-82

099

96 

鹿 児 島 信 用 金 庫  

理事長　池　田　琢　哉
組 合 員 一 同

理事長　武　田　敏　郎

組 合 員 一 同

〒890-0055　鹿児島市上荒田町29番33

ＴＥＬ　099-298-1835

ＦＡＸ　099-298-1836

理事長　上　野　耕　作

組 合 員 一 同



16

中小企業かごしま／2013.7

暑中お見舞い申し上げます

寺　田　実　三

理事長　諸　麦　和　清

組合員一同

協同組合寿協力会

〒896-0035　鹿児島県いちき串木野市新生町181番地

ＴＥＬ　0996-24-1234

ＦＡＸ　0996-32-4597

〒892-0816　鹿児島市山下町17-5
TEL 099-225-8901
FAX 099-225-8761

理事長　上　山　秀　満

組合員一同

鹿児島県測量設計
コンサルタント協同組合

官公需適格組合

〒890-0066　鹿児島市真砂町48番１号

ＴＥＬ　099-253-9354

ＦＡＸ　099-258-6633

 

 

 

 

 

 

鹿児島県砂利協同組合連合会 
 

会 長  島　田　静　雄 

副会長  吉　永　光　行 

組 合 員 一 同 

〒891-0131 鹿児島市谷山港2丁目21番 

 

TEL 099-210-8133 

FAX 099-210-8101 

（鹿 児 島 支 部）

土佐屋生コンクリート㈱

日研マテリアル㈱

喜 入 生 コ ン ㈱

南州コンクリート工業㈱

（中 薩 支 部）

㈱ サ ン・エ イ

南国ガイアレミコン㈱

南国生コンクリート㈱

㈱ガイアテック

鹿児島菱光コンクリート㈱

ケイエスプラント㈱

平田コンクリート工業㈱

㈱ 中 馬

日新コンクリート工業㈱

北薩生コンクリート㈱

加根又レミコン㈱

鹿児島味岡生コンクリート㈱

薩摩コンクリート㈱

㈱直木生コンクリート工場

㈱ 中 薩

鹿児島市上之園町 24-2 第 12 川北ビル 601　TEL　099-255-2672
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暑中お見舞い申し上げます

（一社）日本砕石協会鹿児島県支部

鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支部

中　馬　　　浩

永田　致唯・安達　洋彦・末次　　孝

鶴田　　修・恒森　孝雄・米丸　良行

鹿児島県生コンクリート工業組合
鹿児島県生コンクリート協同組合連合会

暑中お見舞い

申し上げます

理事長 安 忠雄
〒894-0025 奄美市名瀬幸町６番５号

TEL 0997-52-7111
FAX 0997-53-5211

「鹿児島名産かるかん」
地域団体商標登録準備中



18

中小企業かごしま／2013.7

暑中お見舞い申し上げます

代表理事　有　村　裕　晶

組合員一同

天文館にぎわい通商店街振興組合

〒892-0842 鹿児島市東千石町13番6号

ダイイチプラザ1階

TEL・FAX　099-223-4177

中央地区商店街振興組合連合会

代表理事 俣　野　公　宏 
組 合 員 一 同 

〒892-0827　鹿児島市中町 3-10
　　　　　　　　　　    日専連ビル 71 号  

TEL 099-225-8047 FAX 099-210-7134

理事長　北　薗　幸　二

組合員一同
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暑中お見舞い申し上げます

暑中お見舞い申し上げます

マルヤ
ガーデンズ

ニシムタ北ふ頭店

鹿児島市山之口町 4-20　TEL.099-222-0505
http://nisikawa.net/lexton/

●空港リムジン〈天文館〉から歩いて 4分●空港リムジン〈天文館〉から歩いて 4分

価値が分かるあなたへ・・・
ほんの少しだけの贅沢をしてみませんか。

至天文館

山之口本通り

パース通り

二
官
橋
通
り

甲
突
川

加
治
屋
町

ナ
ポ
リ
通
り

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅

 

代表取締役 松岡道雄 
役職員一同  

〒892-0845 鹿児島市樋之口町 8番 2 号 
TEL 099-223-1111(代表) 
FAX 099-223-1700 

公立学校共済組合鹿児島宿泊所 
「ホテル ウェルビューかごしま」 

支配人 園 田 穂 積 
職 員 一 同 

 
〒890-0062 鹿児島市与次郎二丁目４番２５号 

TEL 099-206-3838 FAX 099-206-5069  
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中央会の動き

　本会と商工中金鹿児島支店は、平成25年６月27
日、鹿児島市の「城山観光ホテル」で商工中金協
力会講演会を開催した。
　小正芳史会長の挨拶に続き行われた講演会では、
金融庁総務企画局審議官の池田唯一氏が「金融の
円滑化と中小企業支援策について」と題し、平成
25年３月で終了した中小企業金融円滑化法（以下
「円滑化法」）の今後について講話が行われた。
講演の要旨は次のとおり。

　円滑化法、いわゆるモラトリアム法は時限立法として平成21年12月３日に公布・同４日施行され、その
後２回の延長を経て本年３月末で終了した。
　円滑化法は、借り手の条件変更やリスケジュールが中心目的と取られがちだが、これらは本来の目的で
はなく、手段である。真の目的は、円滑化法の実施を受けて金融機関に原点に立ち返ってもらうことと、
借り手に条件変更等で時間的猶予を与え経営改善を図ってもらうことであった。
　結論から申し上げると、「円滑化法は終了したが、金融機関の中小企業等に対する円滑な資金供給は何
ら変わらない」「円滑化法終了後も、官民挙げて中小企業・零細企業の経営改善に向けた支援に努めてい
く」の２点である。
　円滑化法の実施により、貸付条件の変更等の申込に対する実行割合は９割を超える水準で推移するなど、
取組みは定着したと考えている。一方で、貸付条件の再変更等が増加し、また、貸付条件の変更等を受け
ながら経営改善計画が策定できない中小企業も増加していることは課題である。
　政府としても関係省庁が連携して円滑化法終了に対応する体制構築を図るとともに、金融検査マニュア
ル・監督指針に基づいた金融機関による円滑な資金供給の促進に努め、また、約11,200の認定支援機関に
よる中小企業・小規模事業者に対する経営支援の強化を図りながら、個々の借り手への説明・周知を徹底
していく。金融庁としても、金融検査マニュアル・監督指針に基づいてチェックしていくので、財務局・
財務事務所に設置した「金融円滑化に関する相談窓口」にご相談いただきたい。

商工中金協力会講演会
テーマ「金融の円滑化と中小企業支援策について」
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中央会の動き

　鹿児島県中小企業団体中央会青年部会（栫井健一郎会長）が主催
する「中央会青年部会ボウリング大会」が６月15日、鹿児島市の
「T-MAX BOWL」で開催された。
　本大会は、青年部会員相互の交流と親睦を図るために例年開催し
ており、今回で26回目の開催となった。
10チームが参加し、「団体の部」と「個人の部」で優勝を争い大い
に盛り上がった。
　熱戦の結果は次のとおり。
「団体の部」
　　優　勝：鹿児島県印刷工業組合黎明さつまチーム
　　準優勝：鹿児島市管工事(協)青年部会Bチーム
　　第３位：鹿児島県トラック協会青運会チーム
「個人の部」
　　優　勝：池田輝幸（鹿児島県印刷工業組合黎明さつま）
　　準優勝：迫田博幸（鹿児島市管工事(協)青年部会）
　　第３位：東條幸二（鹿児島市管工事(協)青年部会）
　なお、本大会の収益金は、毎年年末に実施している「青年部会ボ
ランティア事業」に充てられる。

第 26回中央会青年部会ボウリング大会

団体優勝の黎明さつまチーム

個人優勝の池田輝幸氏
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業界情報

業界情報（平成25年５月情報連絡員報告）
製　造　業

味噌醤油製造業

昨年に比べ回復傾向を示している所もあるが、これは
短期的な動きのようで、全体的に厳しい経営環境にあ
ることに変わりはない。

酒類製造業

（平成25年４月分データ）　　　　　　　　   （単位kℓ・%）

区　分 H24.4 H25.4 前年同月比

製成数量 10,020.1 14,201.2 141.7

移出
数量

県内課税 5,172.9 5,300.1 102.5

県外課税 7,703.3 7,435.3 96.5

県外未納税 4,132.4 3,630.7 87.9

在庫数量 218,522.0 214,195.8 98.0

製成数量は、対前年比141.7％であった。麦製、米製
が主であったと考えられる。課税移出は98.9％で厳し
い状況であった。県内102.5％、県外96.5％であった。
在庫数量は対前年比98.0％であった。

漬物製造業

内需が見込めない。
蒲鉾製造業

大型連休中は、県外からの旅行客などで売上も好調
だったが、５月中旬以降から売上が悪く、全体でみる
と対前年同月比で－３％となった。特に最近は日配品
の大型スーパーによる、県外大手企業商品の安売り
がひどいため、県内企業も同様に安売りをしているが、
同じ値段では競争に勝てず、売場面積も縮小に追い込
まれ、売上も悪化している。原材料のスケソースリミ
は対前年同月比で１㎏当たり、20円程度の安値となっ
ている。

鰹節製造業

一時250円/㎏まで上昇していた原料価格が、200円/㎏
迄下落したが、昨年からするとまだ高値で推移して
いる。高値の時の商品販売が非常に厳しい状況であ
る。原料は多く流通しているが、価格の変動が激しい
分、利益を取れない状況が続いている。

菓子製造業

相変わらず厳しい状況が続いており、母の日商戦後は
全く売上が伸びない状況である。

茶製造業

５月末で一番茶が終了したが、鹿児島県は価格低迷と
なった。また、静岡県は山間地・遅場所の凍霜害で一
番茶の減産となった中、当組合の５月は、昨年同月比
154.4％の売上げとなった。

本場大島紬織物製造業（奄美地区）

平成25年５月検査反数531反、対前年比73.2％であっ
た。

木材・木製品製造業

原木丸太・製材製品共に、昨年同期より多く取り扱っ
たもののいずれの価格も下落し、低調な商いが続いて
いる。梅雨入りしたとはいえ、地場の需要に力強さは
感じられず、木材利用ポイント制度や消費税増税前の
駆け込み需要など関心がないかのような重苦しいムー
ドが漂っている。

木材・木製品製造業

本県の新設住宅着工戸数水準の４月は前年度を上回っ
ている。また、プレカット工場の受注も増加傾向にあ
り、そろそろ実需が見えだしたのか？という声も聞く。
しかしながら、原木相場は弱含みの状況が続いており、
これから梅雨時期に入ることから、当分はこの状況は
変わらないと思われる。また、建築業界では、今年当
初から続く為替変動による資材高の影響が出始めてい
ると聞く。業界としてもこれらの動きを十分熟知して、
先手を打てるよう、事前の情報収集に努めたい。

生コンクリート製造業

出荷量は対前年同月比134.9％の164,756立米で、特に
減少した地域は、宮之城、南隅、奄美南部。特に増
加した地域は南薩、串木野、川薩、出水、姶良伊佐、
垂水桜島、大隅、屋久島、奄美大島、甑島、沖永良
部、喜界島であった。官公需は対前年同月比136.2％
の88,201立米、民需は対前年同月比133.4％の76,555立
米であった。官公需においては、前年度繰越分の出荷
が出たものと考えられ、全県的に増加している。民需
については鹿児島地区の幅が大きい。

コンクリート製品製造業

５月度の出荷トン数は、6,082トンで対前年同月比
80.4％となった。出荷量は、全地区において減少して
おり、特に姶良地区、大隅地区、熊毛地区は40％の減
少となった。５月度の受注は、前年度に対し上回って
きているので、今後の出荷が期待される。

仏壇製造業

海外仏壇輸入内訳（主たる輸入国、中国・ベトナム・
タイ等）は、平成25年２月16,219本、３月15,036本、
４月17,709本。平成25年累計73,556本。

印刷業

洗い油の値上げに続き、印刷用紙の値上げが聞こえて
おり、業界としては印刷用紙の生産、流通に資する事
案として組合員向けにアンケートを実施し、メーカー
や流通に対する要望書の取りまとめを行うこととなっ
た。こういうときこそ、組合団体としての結束力を行
使したい。
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非�製�造�業
卸売業

５月下旬になって、経営者のマインドもやや後退して
いる感がある。雰囲気で保った景況感にも陰りあり。
原料、人件費のコストアップに懸念の声がある。

中古自動車販売業

年間で一番の需要期を過ぎて厳しくなった。アベノミ
クス効果も、地方では余り感じられないような気がす
る。今後、梅雨から夏場にかけて、一番厳しい時期を
迎え懸念される。

青果小売業

対前月比93.7％、対前年同月比88.6％であった。
農業機械小売業

農機市場は耕運機の二極化が言われており、メーカー
は両極に向けて製品の開発、攻勢を強めている。特に
ミニ耕運機は、農地を貸出し土地持ち非農家となった
農家やもう少し本格的に野菜を生産したいと考えてい
る一般ユーザーといった需要層に支えられ、更なる拡
大が見込まれている。

石油販売業

円安の進行で輸入価格が上昇、連れて仕入価格に反映
される。石油製品の高止まりで消費に影を落としてお
り、厳しい経営が続いている。消防法の改正も相俟っ
て閉店を余儀なくされている零細企業が目立ってきて
いる。

鮮魚小売業

水産物の手軽な美味しい食べ方及びそれを可能にする
よう工夫された食品「ファストフィッシュ」を水産庁
が立ち上げた。魚の消費拡大を推進することを目的に、
東京の大手スーパーに並び始めている。鹿児島でも積
極的に取り組み、消費拡大を図っていきたい。

商店街（霧島市）

商店街５月の売上状況は前年並みであった。こくぶ通
り会連合会と(協)情報タウンこくぶ、㈱FMきりしま
の三者が連携して、国分の中央地区商店街に賑わいを
創出する「プラスきりしま」事業の整備が終わり、６
月から本格稼働する。６月３日からは「プラスきり
しまカード」の発行と縄文きずなカードからのポイ
ント移行作業。６月27日12時からは「プラスきりしま
FM」の本放送が行われる。７月と11月、12月に「プ
ラスきりしま」として様々な誘客イベントも行う予定。

商店街（薩摩川内市）

月初めの連休は人通りが少ない。年々売上も悪くなる
ようだ。物余りで、買替えも少ない。

商店街（鹿児島市/天文館地区）

ゴールデンウイーク中に商店街イベントを開催し、集
客、収益にも多少はつながったようである。また、一
般来街者に加え、観光客の消費行動も良かったようだ。
様々な職種の集まる商店街故に、売上にバラつきは
あったようだが、概ね伸びたようである。これからの
中元商戦に向けても、やや活気の出る結果ではあった
ように思える。

サービス業（旅館業）

今年の５月の連休中の前半は好調だったが、後半は例
年より低調だった。連休以降は、学生の修学旅行やス
ポーツ関係等の宿泊需要はあるものの、全体的には昨
年より若干低調に推移している。

美容業

時代の変化に合わせた集客（新規・リピート）の固定
化を考えていかなければならない。

旅行業

一昨年のゴールデンウイークは、東日本大震災の影響
で大きく減少したが、昨年はTDRを中心に東京方面
の家族旅行が増え、今年も東京を中心に家族旅行の需
要が多かった。九州内の旅行はマイカー利用が多いよ
うである。夏に向けても明るい兆しが見えるので集客
に期待したい。

建築設計業

組合の通常総会も滞りなく終了し、『さぁ、いよい
よ・・』と張り切ってはいるが、年度初めということ
もあり、公共事業関連業務は徐々にしか発注されて
いない。県・市町村とも６月議会が終わってから本格
発注か。民間建物所有者から、耐震診断や耐震改修設
計等の補助制度について問い合わせがあるが、病院や
大型店舗などの耐震化を促進するため、本県も、国・
県・市町村が一体となった補助制度の整備が望まれる。

自動車分解整備・車体整備業

５月の連休が過ぎると暇になる傾向がある。今年も同
様で、前年と殆ど変化は見られなかった。

電気工事業

官庁からの発注がなく、業界は全体的に人員に余裕が
ある。しかし、太陽光等は、多忙を極めている状態で
ある。

内装工事業

５月のラベル売上数は、カーテンラベル対前年同月
比172.4％で大幅に増加、壁装ラベル対前年同月比
117.5％で増加、じゅうたん等ラベルも対前年同月比
190.0％で大幅に増加した。４月悪かった分、５月で
僅かながら損失補てんした形ではあるが、好転には
至っていない。仕事量も企業によって差が生じている
状況である。

建設業（鹿児島市）

国の一般管理費が見直されたことにより、県、市も準
じて実施。そのことにより特に鹿児島市における最低
制限価格も６月から引き上げられたことで、今まで利
益度外視の工事費が、少しでも利益確保に繋がる兆し
が当業界に見えてきた。

建設業（曽於市）

組合員のほとんどが公共事業に依存している中、事業
量は減少している。アベノミクスの効果は、中小零細
企業にまで行き渡る日が来るのだろうか。

貨物自動車運送業

５月に入り、燃料価格は円安にもかかわらず、コスト的
には下がってきた。また、貨物運送業はドライバー不
足が続いており、厳しい状況であった。

運輸業（個人タクシー）

依然として低迷状態が続いている。我々タクシー業界
は、景気が回復するのに時間を要すると思われる。

倉庫業

原料価格の高騰により、今後の輸入量にどのような変
化があるか注意深く見ている状況である。
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平成25年６月　鹿児島県内企業倒産概況
（負債額1,000万円以上・法的整理のみ）

㈱帝国データバンク　鹿児島支店

件数10件　負債総額40億6,400万円
〔件数〕前年同月比１件増　〔負債総額〕前年同月比211.9％増

【概　　要】

　平成25年６月の鹿児島県内の企業倒産（負債額1,000万円以上・法的整理）は、件数で10件（前月比
42.9％増、前年同月比11.1％増）、負債総額は40億6,400万円（前月比26.4％減、14億5,800万円減、前年同
月比211.9％増、27億6,100万円増）となった。

【各要因別】

　　・業種別では、建設業２件、卸売業１件、製造業３件、小売業３件、不動産業１件。
　　・主因別では、販売不振10件。
　　・資本金では、500万円未満６件、1,000万円～5,000万円未満２件、１億円以上２件。
　　・ 負債額では、1,000万円～5,000万円未満４件、１億円～５億円未満４件、５億円～10億円未満１件、

10億円以上１件。
　　・地域別では、鹿児島市４件、北薩地区２件、南薩地区１件、霧島・姶良地区２件、大島郡１件。

【ポイント】

　６月度としての倒産件数は前月比３件増の10件、負債額は前月には及ばなかったものの、40億6,400万
円と依然高水準で推移した。倒産の態様としては特別清算１件を除きすべて破産であった。
　負債額については平成22年以降では５番目となり、件数でみれば平成24年８月の11件以来の二桁となった。
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【今後の見通し】

　６月発表の内閣府月例経済報告によると、景気の基調判断を５月の「緩やかに持ち直している」から
「着実に持ち直している」と２ヵ月連続で判断を引き上げている。更に先行きについても企業収益の改善
が家計所得や投資の増加に繋がり景気回復に向かうと期待されるとしている。
　鹿児島県内の景況としては観光関連に下げ止まりの感が窺え、個人消費に弱含みの様子が窺えるものの
投資関連や生産活動の一部に持ち直しの動きがみられる。しかし都市部ほどの景気回復感には及ばず景気
判断を引き上げる材料には乏しい。
　６月は焼酎製造業のＫ（株）、地ビール製造業のＳ（株）の２社が大型倒産となった。販売不振の側面もあっ
たが実質親会社と言える（株）Ｋ（東京都千代田区）が法的整理に入るなどグループの状況が悪化したこ
とも要因の一つであり、この２社の倒産をもって焼酎業界などの環境が悪化していると判断する材料には
ならない。また今年３月末に中小企業金融円滑化法が終了して以来、５月６月ともに大幅に負債額・件数
ともに増加の形にはなっているが、特に関連性を指摘できるものではない。
　今後の見通しとしては公共工事量に回復はみられるが、零細企業などへの波及効果は少なく回復の実感
は薄い。また回復が待たれる個人消費に関しても、全国展開を進めるコンビニエンスストアの店舗展開は
依然活発な状況の中、百貨店・スーパー、特に地方都市に基盤を置くスーパーなどの動向は注目される。
有効求人倍率も依然低水準に留まる状況にあっては、個人消費の回復に対して大きな期待は見込難い。ま
た、水産業など相場動向に左右される業種に関しては注意を払う必要があろう。
　今後夏場にかけて観光業を中心とした景気回復にも期待が集まる状況にあるが、既に水面下で事業停止
準備に入りつつある企業も散見され、倒産件数が沈静化する材料には乏しい状態にある。何とか年度末を
乗り越えたものの体力の疲弊から自力再建を断念せざるを得ないケースもあり、景気回復による倒産件
数・負債額の減少を予想するには時期尚早であろう。

平成25年６月企業倒産状況（法的整理のみ）

企業名 所在地 業　種
負債総額

（百万円）

資本金

（千円）
態　様

(株)Ｋ 霧島市 製造業 767 178,000 破産申請

Ｓ(株) 霧島市 製造業 2,435 112,000 破産申請

Ｈ(株) いちき串木野市 製造業 40 38,000 破産

(有)Ｉ 鹿児島市 建設業 100 3,000 破産

(有)Ｓ 鹿児島市 卸売業 342 3,000 破産

(有)Ｓ 大島郡 小売業 210 3,000 破産

(株)Ｏ 鹿児島市 不動産業 20 3,000 特別清算

Ｕ(株) 薩摩郡さつま町 建設業 100 25,000 破産

Ｏ(株) 鹿児島市 小売業 30 3,000 破産

(有)Ｎ 南さつま市 小売業 20 3,000 破産

10件　40億6,400万円
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中央会関連主要行事予定

中央会関連主要行事予定
平成25年８月

 6 日(火)

16：00

地域別交流懇談会
指宿市「指宿商工会議所」

21日(水)

16：00

地域別交流懇談会
さつま町「ひかり別館」

23日(金)

13：30

中央会女性部会レディス交流会・キャリアアップセミナー
鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」

27日(火)

16：00

地域別交流懇談会
志布志市「大黒本店」

27日(火)

13：00

大島地区特別相談会（～28日(水)15：00）
奄美市「大島支庁 奄美会館２階中会議室」

平成25年９月
28日(土)

 9：15

中央会青年部会チャリティゴルフ大会
鹿児島市「島津ゴルフ倶楽部」

平成25年10月
20日(日)

11：00

かごんまわっぜかフェスタ’13
鹿児島市「天神おつきや商店街ぴらも～る」

第65回中小企業団体全国大会 in 滋賀

第56回中小企業団体九州大会 in 長崎

九州大会青年部の集い

日時：平成25年10月24日(木) 12：30〜15：40

会場：滋賀県大津市打出浜15-1

　　　「滋賀県立芸術劇場　びわ湖ホール」

《全国大会企画旅行》

旅程　平成25年10月23日(水)〜25日(金)

　　　�天橋立見学、天橋立ワイナリー、伊根湾巡り

琵琶湖クルーズ、比叡山延暦寺

【お問い合わせ】中央会総務企画課

日時：平成25年9月5日(木) 15：00〜16：30

会場：長崎市「長崎ブリックホール」

記念講演（13：00〜14：20）

　　　　「今後の日本経済と中小企業」

　　　　　前日本経済新聞社会長

　　　　　　杉 田 亮 毅 氏

日時：平成25年9月5日(木) 18：00〜20：00

会場：長崎市南山手8-1「グラバー園」

九州大会企画旅行のご案内

旅程　平成25年９月５日(木)～６日(金)

 5日  8:30 鹿児島中央駅集合(さくら548号)

 　  13:00 九州大会会場着(長崎ブリックホール)

 　  17:00 会場発(貸切バス)

 　  17:20 四海楼(長崎ちゃんぽん発祥)着(懇親会)

～ 終了後、「ホテルJALシティ長崎」へ ～

 6日  8:00 ホテル発(貸切バス)

 　   9:45 西海パールシーリゾート着

 　　　　　九十九島クルージング

 　　　　　九十九島水族館「海きらら」見学

 　　　　　九十九島観光ホテルにて昼食

 　  13:20 九十九島観光ホテル発(貸切バス)

 　  15:00 新鳥栖駅着(さくら413号)

 　  16:45 鹿児島中央駅着(解散)

【お問い合わせ】中央会総務企画課

～つながる絆、ひろがる未来～
組合　絆　ルネサンス

絆　新時代へ！
連携組織の新たな挑戦


